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中小企業の標準化事例の紹介
～モータ鉄心損失測定法のJIS 化～

JIS C 2541 赤外線カメラによる鉄心表面の損失分布の熱的測定法
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大分県産業科学技術センター：電磁力研究開発拠点

【出典】LEXUS HP
https://lexus.jp/request/trial/service/dealerselect?seriesCode=UX

トヨタ自動車九州株式会社（福岡県）
レクサスハイブリッド車の製造工程の改善

ISO/IEC17025試験所認定（磁気試験JIS C 2550-1 および JIS C 2556）を取得し
ている国内唯一の公的研究機関

大手企業とともに進める高効率モータ技術開発の取組

世界最高水準の
磁気測定技術
（モータ材料）

国内最大の磁気
シールドルーム
（Ds-Labo）

応力負荷型単板磁気試験装置

【出典】住友重機械工業株式会社 HP
https://japan.sumitomodrive.com/en-jp/product/motor

住友重機械工業株式会社（神奈川県）
産業用高効率モータの開発

ガントリークレーン

内挿コア励磁装置

試験所認定：エプスタイン試験

IEC/TC68,JEM
A(標準化活動)
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磁気シールドルーム：6×9×3m 磁性材料の磁気特性測定
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電磁鋼板 積層コア モータ、発電機

加工 組立

内挿コア法応力負荷型単板磁気試験器

モータ鉄損
可視化装置

２次元磁気特性
可視化装置

鉄損分布 損失分布

   

X線残留応力
測定装置

残留応力分布
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RD, S-SST(H coil)
TD, S-SST(H coil)
エプスタイン

赤枠：独自開発、特許

赤枠：ブライテック社が製造販売

精確性、応力に着目したモータ、発電機の損失低減手法
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官
支援

学
研究

特許 第5048139号
鉄損分布測定装置

標準化活用支援パートナー

新市場創造型標準化制度
JIS原案作成支援

共同研究
2017年 経済産業省サポイン事業
2020年 装置完成、事業化
2021年 新市場創造型標準化制度採択
2022年 JIS原案作成
2023年 JIS制定

共同研究
2008年 JST地域結集事業
2017年 経済産業省サポイン事業
2022年 JIS原案作成分科会主査

JIS原案とりまとめ

共同研究
2017年 経済産業省サポイン事業
2022年 JIS検証試験

JIS原案作成

装置開発、商品化
（モータ鉄損可視化装置）
産学官共同研究実施 産

事業化

モータ鉄損可視化装置の標準化スキーム
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JIS C 2541 赤外線カメラによる鉄心表面の損失分布の熱的測定法

表面磁石型モータ（SPM）
固定子：18極、回転子：12極
回転数：1300rpm、外部モータ駆動
励磁時間：0.5sec
測定回数：1044回

モータ損失可視化装置／（株）ブライテック

モータ鉄心の損失分布を可視化
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④損失

①熱伝導 ②熱伝達 ③放射熱 ④損失

・コアを通じて拡散
・短時間励磁により
影響小

比熱×温度上昇率＝ ＋ ＋ ＋

積層鉄心

・気体がキャリア
・真空中により無視

・光のエネルギー
・小さいため無視

③放射熱

②熱伝達

①熱伝導

・損失による発熱
・求めたい損失

・赤外線カメラからの
データと比熱による

測定原理
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励磁励磁

一次近似
T1=a1 (t - t1) +b1 

撮影1回目 撮影2回目

時間 t（s）

温
度

 T
（

℃
）

インターバル時間

時間 t（s）

温
度

 T
（

℃
） 最小二乗法による一次近似

：T1=a1(t - t1) +b1
a1：温度上昇率
b1：切片（定数）

損失値 ≒ 比熱 × 温度上昇率

実測データ例

1000 フレーム

インターバル時間

t1 t2

一次近似
T2=a2 (t - t2) +b2 

測定中の温度変化例
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公示 社名入りJIS規格票
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JIS適用例１：カシメ

モータ鉄心の損失分布の発熱源から、改善箇所を特定
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[W/kg]改良後 6.53W/kg改良前 9.31W/kg

モータ鉄心損失を29.9%低減

JIS適用例２：焼鈍

モータ鉄心の損失分布の比較から、損失低減効果を確認


